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基 礎 学 力 
聴く 読む 書く 話す 一般常識 マナー キャリア形成





































































































































































































































































































































































































































































































































（0.9％）という結果となった。iOS と iOS 以外の
OS 利用者数に大差はないが，今回は iOS 無料アプ
リを取り上げ表にまとめた（図表４）。今後は無料
アプリの精査を進め，教員からの推奨として学生に
紹介することができるか否かを検討のひとつに加え
たい。
　基礎学力は，入学後のスタディ・スキル，ス
チューデント・スキルの習得の土台となる。大学で
のより良い学業成果，そして将来の望む進路（就
職，編入）にも影響を及ぼす。学生の基礎学力確保
に向けて，新たな初年次教育プログラムに着手した
⑼　基礎教育センターは学生の学習を支援するために，2013年４月に設立された。
⑽　空いた短時間に，スマートフォンやタブレット端末を使い学習する人が増加している。欧米ではスナック菓子を食べ
るほどの短い時間を活用する学習という意味で「スナックラーニング」と呼ばれている（『日本経済新聞』2013年９月
21日朝刊）。
⑾　大塚絵里子・梶田鈴子「短期大学のスマートフォン利用の現状分析」（2014 発表予定）。
図表３　入学前教育（基礎学力）
年度 対象学生
課題
（基礎学力問題）
平成21（2009）年度 10H 行わず
平成22（2010）年度 11H 行わず
平成23（2011）年度 12H ３回提出
平成24（2012）年度 13H ４回提出
岩　田　京　子・酒　見　康　廣・浦　川　安　宏・大　塚　絵里子
197
い。
６．おわりに
　小学校から高校までの最新の学習指導要領では，
授業時間数・教科内容ともに増加し，「ゆとり教育」
からの脱却は明白になっている。これで大学生の質
の低下に歯止めがかかると考えるのは，あまりにも
楽観的・短絡的すぎるであろう。大学生の質の低
下，そして多様化を，大学教育への所与の命題と位
置づけて，真摯に向き合うことが大学，そして教員
に求められている。初年次教育の存在意義のひとつ
がここにある。
　本稿では初年次教育を「スタディ・スキル」「ス
チューデント・スキル」「基礎学力」の３点から検
討を行った。これら３つは初年次教育の重要な要素
として，平成26年度からの「新初年次教育プログ
ラム」で具現化していく予定である。ただし，本議
論が本学科の初年次教育の方向性を決定するもので
はないことを申し添えておく。
　最後に，未検討の課題として「入学前教育（プレ
カレッジ）」をあげておく。本学科の初年次教育期
間には，入学前の高校時代も含まれると上述した
が，この点については本稿では言及していない。ま
ず，入学後の効果的な初年次教育の確立を第一歩に
と考えたからである。しかしながら，入学前教育
（プレカレッジ）も，本学科の初年次教育の重要な
要素であることは忘れてはならない。本学におい
て，平成24年度に立ち上がった「高大接続教育研
究会」などで高等学校との議論を参考にしながら，
入学前教育（プレカレッジ）にも力を注ぐことを課
題とする。
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